
治療行為に関する意思の確認書「用語の説明」 

1. 急変時の人工呼吸、心臓マッサージなどの心肺蘇生 

心臓マッサージ 

   心臓が止まった場合、胸部を手で押して心臓を刺激し、血液を強制的に 循環させますが、効果は一 

時的です。  

 

強心剤・昇圧剤などの点滴 

死が近づくと心臓の動きが悪くなり血圧が低下します。昇圧剤という薬を点滴（静脈注射）から入れ 

ると心臓に作用して血圧が上がることがあります。しかし回復の見込みがない状態では多くの場合 

効果は一時的なものになります。 

 

酸素の投与 

   気管挿管せずに、マスクやチューブを使用して酸素を投与します。 

 

人工呼吸器装着 

   口や鼻から管を挿入、又は、喉から気道までを切開し管を挿入し、患者さんの肺に空気または酸素を

送って、呼吸を助けるための機械を装着します。呼吸状態が良くなれば取り外せますが、それ以外で

は 原則的に取り外すことはできません。 

2. 口から食べることが困難になった時の水分・栄養補給について 

手足の静脈からの点滴（末梢静脈点滴） 

水分補給目的の点滴です。必要なカロリーの半分から 3 分の 1 程度しか入らないため、徐々に栄養

失調になっていきます。血管が次第にもろく、漏れやすくなるめ、 いずれ点滴はできなくなります。 

 

心臓に近い太い静脈からの点滴（中心静脈栄養） 

心臓のすぐ近くの太い静脈（中心静脈）に細い管（カテーテル）を入れて、水分または栄養のある点滴

をします。カテーテルの挿入時に肺を傷つける「気胸」や、出血、長期には感染などの合併症が予想さ

れます。 

 

鼻から胃へ管を入れる（経鼻経管栄養） 

細いチューブを鼻から挿入し、胃まで入れて、水分のみか流動食を注入します。 チューブ留置の不快

感から、特に認知症の患者さんの場合は本人が引き抜いてしまうおそれがあり 、手足の抑制を必要と

する場合があります。また、予定外に管が抜けた場合や胃内容が逆流する場合など様々な要因で肺炎

を起こす危険があります。 

 

胃ろうの造設 

みぞおちから胃に通じる穴（胃ろう） を造って、器具を装着して直接胃に流動食を入れます。胃ろう

は、通常局所麻酔で皮膚を切り、胃カメラから特殊な器具を入れて造りますが、全身麻酔で手術にな

る場合もあります。 
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